BURR-BROWVN9 
軸 紀 思 上 


より よい 介 句 性 と 生産 任 を お 届け する 


特 長 


人 で 外部 部 品 不 要 

信 16 ビ ッ ト 分 解 能 

@15 ピ ビッ ト 単 調 性 (標準 ) 

る 後 分 直線 性 訣 差 : 標準 0.0012% 

信人 全高 許 波 答 : 最大 0.0025 欠 (FS 入 力 , 16 ビ ッ 
ト , K グ レー ド ) 
最大 0 .02%( 一 209B 入 力 , 16 ビ 
ッ ト 。K グ レー ド ) 

@⑳ セ ッ ト リ ング タイ ム : 標準 1.5。S( 電 圧 出力 ) 

@ ダ イナ ミッ クレ ンジ : 96d8B 

⑱ オ ー デ ィ オ 出力 : 土 3V ま た は 土 ]mA 

ゆ EIAJ STC-007 コ ン バ パチ ブル 

@ 和 提 作 電圧 : 土 5V か ら 土 12V 

人 @ で lou+ が 可能 な ビン 配置 

プラ スチ ッ ク DIL バ パッ ケー> 
代 シ リア ル 入 力 
⑳ 低 コス ト 


概要 


PCM56P は , デジ タル オー ディ オア プリ ケー ショ ン 用 に - 


設計 ・ 規 定 さ れ だ た 。 最新 技術 を 使用 し た 完全 単調 人 性 を 有 す 
る D/A コンバー タ で す 。 この デバ イス は 、 藤 期間 と 全 勤 作 
温度 に わた り 単 調 性 , 低調 素 。 低 役 分 起 雪 性 語 基 ( 特 に バイ 
ポー ラ ヤ セロ 付近 ) を 得る た め に 、 超 高安 定 ニ クロ ム (NiCr) 
薄 腹 抵 抗 を 採用 し て いま す 。 


発注 の 手引 


PCM5^P 0008 Max 
PCM56P-J 0004 
PCM56PK 0.0025 


アナ ログ 負 電 源 
ロジ ッ ク コ モン 
ロジ ッ ク 正 電波 

接 統 無し 
クロ ッ ク 入 力 

ラッ チイ ネー ブル 入力 
シリ アル デー タ 入 力 
ロジ ッ ク 負 電 混 

直 圧 出力 

帰還 抵抗 

サミ ング ジャ ンク ショ ン 
アナ ログ コモ ン 

電波 出力 
MSB 調 勅 竣 子 

MSB ト リム ポテ ンション メー タ 里子 
アナ ログ 正 電 源 


に 0: COCCOTOTLCCKKACYLXKKLUICLIKYKCIZCOD は の ー25 が C か ら +†77C 
保 胡 温度 ……… PPPPEPPPEPTPTPPYPCYCPPPYYTYPFPPFYYYYKPIYYY ー60'C か ら +10 ぴ C 
リー ド 温 度 (10 秒 項 の 半田 付 ) ero 300'C 


仕様 の 説明 


PCM56P は , 広範 な アプ リケーション に 対し て 重要 な 性 能 基 
準 を 提供 する よう に 規定 され て いま す 。 オ ー デ ィ オ アプ リア ケー 
ショ ン 用 D/A コ ン バ パー タ に 対す る 最も 重要 な 仕様 は 、 全 高調 流 
巡 、 微分 直線 話 差 。 バ イボ ポー ラ ゼ ロ 誤差 、 時 間 と 温度 に よる バ 
ラメ ー タ の シフ ト 。 お よび 精度 に 影 算 する セッ トリ ング タイ ム 
で す 。PCM56P は , 重要 な パラ メー タ は 全て 工場 で て トリム され 、, 
テス ト さ れ て いま す 。 

D/A コ ン バ パー タ の 精度 は 図 1 に 示す 伝達 関数 で 説明 され ます 。 
デジ タル 入力 と アナ ログ 出力 の 賠 係 は 表 ! に 示さ れ て いま す 。 
D/A コ ン バ ー タ の 誤差 は 。 リ ニア 回 路 。 ラ ダー 抵抗 と スケ ー リ 
ング 抵抗 の マッ チン グ お よび トラ ッ キ ング 特性 。 電源 除去 。 お 
よび リフ ァ レ ンス 誤差 に よる アナ ログ 誤差 の 組合 せ で す 。 要約 
する と 。 これ ら の 誤差 は 、 ア イン 。 オフ セッ ト 。 直線 性 、 微 分 
直線 性 、 お よび 電源 除去 を 含む 初期 誤差 で 構成 され て いま す 。 
温度 に よる アイ ンド リフ ト は ,。 バイ ポー ラ ゼ ロ 点 を 中 心 に ライ 
ン が 回 転 し ( 図 1 き )、 オ フ モ セッ トド リフ ト は 全 勤 作 温 度 葬 囲 で ラ 
イン が 右 か 左 に シフ ト し ます 。 温度 ある い は 時 間 に 対 する オフ 
セッ ト と ゲイ ン の ドリ フト の ほとん ど は 。、 内 部 り フ ァ レ ンス の 
ツェ ナー ダイ オー ド の ドリ フト に よる も の で す 。 コンバー タ は 。 


ジタル オー ディ オ 用 シリ アル 入力 
リ シ ッ ク 16 ビ ッ ト D/A コ ン バ パー タ 


この コン バー タ は 、 商 安定 、 低 稚 音 フェ ナー 電圧 リフ ァ 
レン ス 、 高速 電流 スイ ッ チ 、 抵抗 ラダ ー 綱 。 高 理 セ モッ トリ 
ング 。 低 雑 人 衣 出 カオ ペア ンプ 殖 條 て を 単 一 モノ リ シ ッ クチ 
ッ プ に 内 歳 し て お り 、 よ 5V か ら 土 12V の 純 囲 の 2 つの 電源 
を 使用 し て 動作 し ます 。 よ 5V 電 源 に お ける 消 人 電 力 は 様 
準 で 200mW 以 下 て す 。 ま た, 必要 に 応 し 全高 調 流 馬 (THD) 
の 仕様 を 更に 改善 する た め に 。 MSB の 韻 差 (バイ ポー ラ ゼ 
ロ に お ける 敏 分 直線 性 褒 基 ) の 外部 調整 機 能 が 用 竜 さ れ て 
いま す 。 動作 に は 数 個 の 外部 部 品 が 必要 で す 。 ま た 重要 な 
仕様 は 100% テ スト され て いま す 。 こ れ は シス テム の 高 信 雪 
性 と 修 れ た 総合 シス テム 性能 を 保証 し ます 。 
PCMS56P は 高 信 軸 性 16 ピ ンプ ラス チッ ク DI し パッ ケー ジ 
に 収納 され て いて 。 商 気圧 。 商 温 、 高 温度 条件 下 の 勤 作 邦 
谷 テ スト を 満足 し て いま す 。 


16- ビ ピッ ト 入 力 ラッ チ | 
16-・ ビ ピッ トシ リア ル / バ パラ レル 変換 


獲 続 較 


注 : 1.MSB 諾 共 ( バ イボ ポー ラ ゼ ロ の 培 分 直 引 性 閥 ) は 。 図 6 に 示す 
外部 回 路 を 使用 し て ゼロ に 調整 で きま す 。 


これ ら の ドリ フト が か が 逆 方 向 に な る よう に 設計 され て いま す 。 し 
だ た が っ て 。 バイ ポー ラ ゼ ロ の 電圧 は 、 実 質 的 に リフ ァ レ ンス 井 
圧 の 変化 に 影 され ませ ん 。 
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1111-1110 
1000-0001 
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ーFfF SR/2 Anajog Output (+FSR/2) -1LSB 


次 ディ ジタル コー ド の 定義 に つい て は 表 ! を 登 属 。 


國 1. 理 灯 バ イ ポ ー ラ D/A コ ン バ パー タ の 入力 討 出力 


表 ! ディ ジタル 入力 と アナ ログ 出力 の 関係 


Binary Two's 電圧 (Y)。 
CywrerenBT) 0AC 出 カ Vour 4 か 2 


電気 的 仕様 


符 に 記述 の な い 随 り 、T。=+25'C、 * ょ 5V の 公称 電 混 電圧 て す . 


ディ ジタル 入力 


分解 艇 


デジ タル 入力 "ivVi 
Vi. 
ia. Vis ミ +2.7V 
ii。 Vis = す 0.4V 
入力 クロ ッ ク 周 波 贅 


縛 度 

ゲイ ン 駅 葛 

バイ ポー ラ ゼ ロ 雇 基 

機 分 直線 性 訴 間 

赤間 (rms、20Hz か ら 20KHz) バ イボ ポー ラ で ゼロ (Vi モデル) 


全高 調 没 癌 (TA ニキ 25 て , 土 VCC ニ 上 V し こと 5V て 億 証 ) 
Vo= よ FS. f=99iHz : PCMS56P-K 

PCM56P-) 

PCM56P 
Vi ニー20dB. f=991Hz : PCM56P-K 


Va=ー60dB. f=991Hz : 


単 関 性 


『 リ フト (0"C か ら て 7 び C) 
即 合 トリ フト や 
バイ ポー ラ ゼ ロ ドリ フト 
セッ トリ ング タイ ム (・O0O6% of FSR) 
電圧 出力 : 6V ス テッ プ 
1LSB 
スル ー レ イト 
電流 出力 , 1mA ス テッ プ : 10QO か ら 1000 負 和 荷 
jk Q 負荷 '" 


電圧 出力 挫 級 バイ ポー ラ 零 囲 
電 注 出力 
出力 イン ビー ダン ス 
狂 絡 時 間 

電流 出力 接 鐵 : バイ ポー ラ 拉 囲 (*30%) 
出力 イン ビー ダン ス (・30%) 


電圧 : す V。 と + せ Vi 
ーVk と 一 Vi 
電 凍 電流 ( 無 負 荷 ) : す V(+V、 と +V」 = ニャ ィ 5V) 
ーV(-V、 と ーV」=ー5V) 
+V(+V、 と +V, =+12V) 
ーV(-V、 と 一 V, =ー12V) 
消費 電力 : V、 と Vi= <5V 
V、 と V」 =・12V 


注 : 1. ロ ジッ ク 入 力 レ ベル は TTL/CMOS コン ハチ ブル . 
圧 モ デル で は 6V(・3V) て す 。 3. こ れ は 人 多 則 度 て ,。 ケイ ン . 


ォ オフセット., 


2 FSR は フル スケ ー ル レン ジ の 章 味 て 、PCM56 の 電 
下線 性 に よる トリ フト 誘 天 の 組合 せ て 


Seatng Plane 


まき ミ 3 も 38<< 


す 。 4. 約 200ns に 対し て 低 イ ン ビ ピー ダ ンス を 得る た め に アク ティ ブ ク ラ ン フ を 使用 し て 重定 し て いま すず ら 5. 全 
仕様 は 。 +V、 を す V, に 、-V、 を 一 Vi に 挫 録 し た 状 中 て で す 。 も し 別々 の 電 打 に 接 不 する 場合 は -V、 の 電 狗 電圧 は 
ーVi よ り 負 で な けれ ば な り ま せ 人 ん 人, +Vi」 に 対す る +V、 の 間 任 に も 同じ 制限 が 可 用 さ れ ま は す 


~ 字 ピニン アウル に ーー の ギリ アデ PD 


PCM56P は 、Binary Two's Compiment(BTC) の シリ アル 
入力 デー タ (MSB が 般 初 ) を 受付 け ま す 。 入力 / 出 力 の 関係 は 表 
! を 拓 照 て だ さい 。 


バイ ボー ラ ゼ ロ 誤差 

バイ ポー ラ ゼ ロ の 初期 吉 差 (ビン ト 1 が "オン “で て 他 の ビン ッ ト は 
全て ~ オ フ ”") は 、0V 出 力 か ら の 変位 て で 、+25'C て 柏 準 主 30mV 
に 二 場 で トリム さ れ て いま す 。 


微分 直線 性 誤差 

微分 下線 性 診 差 (DLE) は 、 了 直接 し た 1 つの 出力 か ら 次 の 状態 
へ の 、 則 想 1LSB 客 化 か ら の 人 位 で す 。DLE は オー ディ オア デブ 
リケーション で は 重 英 て 、 バ イボ ー ラ ゼ ワ ロワ ( ノ ジャ ー キ ャ リー) 


に お ける 大 き な DLE は ., 供し レベ ル 出 力 信号 で 聞 取 れる 衝 の クロ 


ス オ ー バ 章 を 発生 し ます 。PCMS56P の 補 期 DLE は 様 準 上 0.001% 
of FSR に 工場 て トリム きれ て いま す 。 この 誤差 は 図 6 に ぶす 回 
路 を 使用 し て ゼロ に 調整 で きま す 。 


電源 除去 


DC 電源 の 変化 は 緒 度 に 彰 縮 を 与え ます 。 
PCMS56P の 電源 除去 が 図 2 に が され て いま す 。 一般 に 、DAC に 
使用 する 電源 は 、 1) 以下 の リッ プル の 安定 化 電源 が 適し て い 
ます 。 使用 と 勤 作 に 関す る 説明 の 中 の 電源 の 接続 の 項 も 雪 昭 く 
だ さい 。 


則 員 | 員 川 大 用 貞 上 
層 靖 本 埋 


eeeswe 


川 串 上 腹 | 
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関 2 電 北 除 よ 


IMM 
] 須 剛 央 順 上 | 
省 上 


モッ トリ ング タイ ム は 。 入力 の 変化 後 。 出力 が その 最終 値 の 
財 定 庄 差 バン ド 内 に 刺 定 する まで に 夏 す る 全 時 間 (スル ー レ し レイ 
ト タイム を 含む ) で す ( 図 3 参照)。 モッ トリ ング タイ ム は 、 1 
つ は 6V の 大 出力 電圧 容 化 に 対し て 。 1 つ は 1LSB 変 化 に 対し て 
+0.006%of FSR に 展 定 され て いま す 。1LSB 変 化 は 、 最 壱 の モ 
ッ ト リ ング タイ ム が 発生 する 点 の メジ ャ ー キ ャ リー(0000hex か 
ら FFFF hex ) て 測定 きれ て いま す 。 
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図 3 フル スケ ター ルレ ンジ セッ トリ ング タイ ム 対 貫 庶 


時 間 と 温度 に 対す る 安定 性 

ォ ー デ ィ オ アプ リケーション 用 に 設計 され た D/A コ ン バ ー タ 
の バラ メー タ は 、 不 必要 な 定期 的 再 調 乏 を 可 け る た め に 、 比 較 
的 広い 温度 純 陸 と 長 時 間 に わ た り 安 定 し て いな けれ ば な り ま せ 
ん 。 役 も 重要 な バラ メー タ は 、 バイ ボー ラ ゼ ワ ロ 話 差 、 徴 分 下線 
性 癌 差 お よび 全 前 虎 流 在 で す 。 温度 ある い は 時 間 に よ る オフ モ 
・ ト と アイ ンド リフ ト の は と ん ど は 、 肉 部 レフ ァ レ ンス の ツェ 
カー ダイ オー ド の ドリ プ ト に よる も の で す 。 POMS6P3。、 ニ れ 
ら の ドリ フト か が 逆 方 向 に な る よう に 設計 きれ て いる の で て 、 実 人 
的 に は 、 バイ ポー ラ ゼ ロ 電 用 は レフ ァ レ ンス 電圧 の 変化 の 影 党 
を 朗 け きま たん 。 

DLE と THD は 、 抵 抗 比 の マッ チン グ と トラ ッッ キン グ お よび 
電流 源 ト ラン ジス タ の Vik と hrE に 依存 し ます 。PCMS6P は , こ 
れ ら の 部 品 の どの よう な 絶対 的 レフ ト で も 、 実 貨 的 に DLE や 
THD に 堂 衝 し な いよ うに 設計 きれ て いま す . 抵抗 は 、 息 語 女 定 
の 同 - の ニク ロム 少 肛 の 組合せ で で き て いま す 。 これら の 抵抗 
内 の 電流 密度 は 、 そ れ ら の 安定 度 を 増す た め に 非常 に 低く し て 
あり ます . 


ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 

タイ ナミ ッ ク レ ンジ は 、 コンバー タ が 作る こと の で きる 明 小 
全 り と フル スケ テール レン ジ の 比 の 調合 で … 般 に テン シベ ル (dB) 
で た われ され ます フン パー タ の 理 為 人 ダイ ナミ レク レン ジ は 6 デ Xn、 
ある い は 16 ビ ニー トコ ン バ ー タ で を 96dB で す . 天 際 の 、 あるいは 
生 効 な な イナ ミレ クレ ンジ は 。 雑言 と 直幸 性 詳 未 で 制限 きれ る 
の で 。 常に 旧 論 信 以 下 に な り ま す 。、 し か し 、 これ は コン バー タ 
の 村 度 に 鍵 関 係 に 。 彼氏 908B の ダイ ナミ レク レン ジ を 付 る だ ため 


に は , 最低 16 ビ ッ ト の 分 解 能 が 必要 で ある こと を 示し て いま す 。 
オォ オー ディ オア プリ ケー ショ ン に 有効 な その 他 の 仕様 に 。 全高 山 
波 表 が あり ます 。 
全高 調 波 下 

THD は オー ディ オア プリ ケー ショ ン に 有効 で 、 直線 性 店 基 の 
大 き さ と 分 布 , 微分 直線 性 誤差 。 お よび 雑 詩 、 更 に 量子 化 韻 差 
の 割合 で す 。 有 効 に する た め に は 。 THD は 高 し ベル と 低 レ ベル 
の 両 入力 億 号 に 対し て 規定 され な けれ ば な り ま せん 。 こ の 諾 基 
は , 調整 不可 能 で て 、 オ ー デ ィ オ アプ リ ケ ー シ ョ ン 用 D/A コ ン バ 
ー タ の 精度 を 最も 的 確 に 表現 し て いま す 。 
THD は 高調 波 の 自 乗 の 和 の 平方 恨 と 入力 の 大 本 波 周 波数 の 値 
の 比 と し て 定義 され , パー セン ト か dB で 表わさ れ ま す 。 入 力 換 
算 の PCM56P の 誤差 の rms 値 は 次 式 て 表 わ せ ます 。 


n 
em mV 3 (EKO+ Eo 


ここ で 、n は ある サイ ン 液 の 1 サイ クル 内 の サン プ ブル 数 て 、 
ELG) は 、 各 サン プリ ング 点 に お ける PCM56P の 直線 性 誤差 、E。⑪) 
は 各 サ ンプ リン グ 点 に お ける 量子 化 請 差 で す 。 よっ て 、 THD は 


次 の よう に 表わさ れ ま す 。 
THD = =/E。 


1 
Vi/n (E+ Eo⑪ 


Em 

ここ で, Enms は 信二 党 庄 レ ベル の rms で す 。 
この 表現 は 。 一 般 的 に THD と 各 ア ジタル ワー ド に お ける 直線 
性 話 差 の 自 乗 の 和 の 平方 根 の 間 に 相 関 が あ る こと を 示し て いま 
す 。 し か し この 表現 は 、D/A の 最悪 の 直線 性 褒 差 が THD に 直 
接 関 係 す る と いう 意味 で は あり ませ ん 。 

PCM56P に 対し て は 、 テ スト 周期 は PCM オ ー デ ィ オ に 対す る 
EIAJ STC-007 仕様 に 適合 する 22.74S( 441kHz) に 選ば れ ま し た 。 
テス ト 周 波数 は 991Hz で 、 入 力 信号 し ベル は フル スケ ー ル か ら 
0dB. 一 20dHB. お よび ー60dB 下 が っ た 点 で す 。 

図 4 は 出力 電圧 の 関数 と し て の 棟 准 THD を , 図 5 は 周波 数 の 
関数 と し て の 標準 THD を 示し て いま す 。 
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OdB equals Fu Scale Range(FSR) 。Vurr(dB) 


図 4 全 韻 調 流 放 (THD) 対 VaT 
アプ リケーション 
図 9 と 10 は , 棟 準 的 デア ィ ジタル オー ディ オン ステ ム ( に 、 卓 一 
の PCMS56P を 使用 し て だ を 石 チャ ン ネ ル を 符 る た め の 回 路 と タイ 
ミン グ 図 を が し て いま す 。PCM56P の ォ オー ティ す オ 出 力 は 。 圧 生 
の チャ ン ネ ル が 交互 に 時 分 割 さ れ て いま す 。 JPCM56P は 、 外 
部 に リフ ァ レ ンス や 出力 オペ アン プ を 必要 と し な い 完 全 な D/A 
コン バー タ (DAC) な の て 設計 が 居 め て 簡単 に な か り ま す 、 
図 9 に が す よ うに 、 左右 の チャ ン ネ ル に 対す る DAC 出 力 に 、 
サッ チル / ホ ー ル ドア デン プ か "アグ リッ チャ が 必要 に か り ま すず 
左 チ ャ ン ネ ル に 対す る S/H ア ンプ は Ai SW」 お よび その 問 
連 回 路 で 構成 され て いて 。 Ai は 、 ア ナ ワ ログ 電圧 を Ci に ホー ルド 


ン リ アル デー タ 
クロ ッ ク 


ラッ チイ ネー プル 


を チャ ン ネ ル 9 
アグ リッ チャ コン トロ ー ル 


右 チ テ チャンネル 

デ グ リ ッ チ ャ コン トロ ー ル 

デア グリ ッ チ ャ コン トロ ー ル 信号 の 

~ ロ ー (は スイ ッ チ ~A~ に 、 に ハイ ~ は 
スイ ッ チ ~B~ に 控 級 し ます 。 
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5 全 向 内 流 (THD) 対 周 液 数 


使用 と 動作 に 関す る 説明 
電源 の 接 計 


性 能 と 雑音 除去 を 最適 化す る た め に は 、 接続 図 に 示す よう に 
電源 デカ ッ ンプ リン グ キ ェ ャ ンマ シ タ を 接続 し ます 。 こ れ ら の キャ バ 
シタ (14F の タン タル か 電解 が 適当 ) は コン バー タ に 近接 し て 配 
次 し ます 。 

MSB 誤 差 の 調整 手順 (オプ ショ ン ) 


PCM56P の MSB 誤 差 は 。 BPZ で 領分 直線 性 誠 差 (DLE) を セ 
ロ に 調 稀 する こと が で きま す 。 こ れ は 、 コンバー タ の LSB 部 分 
で 発生 する 小 コ ー ド 変化 に 比べ た 時 ゼロ クロ ス 和 雑音 (BPZ に 
お ける DLE ) が 非常 に 重要 と な る の で ., 信号 出 カ レベ ル が : 非 帝 
に 低い 時 重要 と な り ま す 。 
バイ ボ ポーラ ゼロ に お ける 微分 直線 性 誤差 と THD は 、 外部 調 球 
無 し 玉 2 ま 0 ト の 仕様 を 満足 する よう に 保証 され て いま です 
が 。 BPZ に お ける DLE 診 差 を 取 除 く た め の 。 MSB 上 の 直線 性 
の 調 未 機 能 が 用 意 さ きれ て いま す 。 ス タテ ィ ッ ク , ある い は ダイ 
ナミ ッ ク 調 向 が で きる よう に 、 2 種類 の 手 願 用意 され て いま 
す 。 スタティック 法 (正確 な 16 ビ ッ ト LSB ス テッ プ の 測定 ) は 
し い の で 。 むしろ ダイ ナミ ッ ク 幣 手順 が 選ば れ ま す 。 

BPZ に お ける DLE を スタ ティ ン ッ ク 的 に 調 乏 す る た め に は 、 図 6 
に 示す 回 路 か 接続 図 を 雪 昭 し て くだ さい 。 

PCM56 の 安定 し た 得 作 を 保証 する た め に , 十分 な ウォ ー ム ア 
ッ プ 時 間 (5-10 分 ) を 経過 し た 後 、 入 力 コ ー ド を FFFF hex (MSB 
以外 全 ビ ピッ ト オ ン ) に 選び 、6- 必 桁 の 電圧 計 で オー ディ オ 出 力 
電圧 を 測定 し 、 記録 し ます 。 次 に デジ タル 入力 コー ド を 0000 hex 
(MSB 以 外 全 ビ ピット オフ ) に 切換 え て, 前 コー ド の 読取 り 電圧 
より 924V 大 きい オー ディ オ 出 力 に な る よう に , 100kO ポ テン 
ン ョ ノー ク を 調 柳 し ます 。(jLSB ス テッ プ =92/V ) 


SN 
き 
に 
の 
@ 
と 
トコ 
工 
湯 
に ] 
+ー 


MSB Adiust 14 


6 MSB 軟 結 回 路 


- する だ た め の 憶 分 器 と し て 使用 きれ て いま す 。FET ス イン チ の ソ 
ー ス と ドレ イン は て C と B が サン ブル モー ド に 接続 きれ て 
いる 時 は 。 仮想 グラ ンド て 得 作 する の で ,。 オー ディ オォ 信号 に よ 
る Rs の 安 調 効果 に 起因 する 在 の 増加 は あり ませ ん 。 

IO に 、 タ イミ ング コン トロ ー ル ロジ ッ ク て 作ら れる な を 生 山 
チャ ン ネ ネル に 対す る デ グ クリッ チャ コン トロ ー ル 信号 が (た され て 
いま す 。、 ク グリ ンチ を 際 よ する た め と 、PCM56P の 出力 を チェン 
ネル 出力 に 接続 する 前 に 、 そ の 役 終値 に 対す る 小 誤 蔵 バン ド 内 
に 人 定 で きる よう に 、1.5zS(tw) の ディ レイ が 設け られ て いま 
す 、。PCM56P の モッ トリ ング タイ ム が 商 速 で ある た め 。 両 チャ 
ン ネ ル に 対し て 1 個 の DAC を 使用 し た 時 、 左 右 チャ ン ネ ル 出 力 
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図 9 を な 古 チ ェ ャ ン ネ ル に 対す る D/A 出 力 に サン フル キー ルド アン プ ( チ クリ し チー) か 必要 


シリ アル ・ デ ー タ 


ラッ チ ・ イ ネー ブル 0 | | 0 | 1 | 1 


ーーe1 トペ ーー iw =1.5/SDAC セッ トリ ング タイ ム 
t 


右 チ ャ ン ネ ル 
デ グ リ ッ チ ャ コン トロ ー ル 


左 チ ャ ン ネ ル 
デ グ リ ッ チ ャ コン トロ ー ル 


名 チャ ン ネ ル テ デー タ n ロ +1 


デア グリ ッ テ ャ コン トロ ー ル 信号 は タイ ミン クコ ント ロー ル ロ シ ッ ク で 作ら れ ま す .、 PCMS56P の 高速 セン トリ ンク タイ ム は 。 左右 チャ ン ネ ル 須 の 
ティ レイ を 的 95/S に 最小 化す る こと か て まる の て . 扶 オ ー デ ィ オ 周 注 吾 に お ける 位相 諾 夫 を 低 基 て きま す 


軸 10 テ タ リッ チャ コン トワ ロー ル 合 号 カタ イン 214 


更に 簡単 な 方 法 と し て .。 BPZ に お ける DLE を ダイ ナミ レッ ク 的 
に 調 飾 する 方 法 が あり ます 。 回 路 と 部 品 の 値 に つい て は 6 を 
参 妥 し て くだ さい 。 デ バイ ス が デジ タル オー ディ オア プリ ケー 
ショ ン 回 路 に 実装 きれ て いる も の と 仮定 し 、 一 80dHB レ ベル の サ 
イン 流出 力 を 作る よう な 過当 な デジタ ル 入 力 を 加え 、 オー ティ 
オ 回 路 出 力 の THD を 測定 し . 欠 が 役 小 に な る よう に 100kQO 寺 テ 
ン シ ョ ブ メー タ を 壌 飼 し ます 。 


入力 タイ ミン グ の 考察 

図 7 と 図 8 は 、 シ リア ル 入 力 デ テー タ の 流れ を 、BPCM56EP の ) 
ガ カ に イン ター フュ イス ずる の に 導 虹 な 入力 の タイ ミン テア を ぶし 
て いま す 。 シリアル テー タ は 、 Binary Two's Complement 
(BTC) で 受付 けら れ 、MSB か ら ロ ワード ミ され ます 。 テ ー タ ! は 2 ク 
ロッ ク (CLK) の 立上り リエ ッ ジ で スト ロー プ さ きれ 、。 ラ チイ ネー 
プ ブル (LE) の 立 下 リエ ッ ジ で DAC 和 人 カレ ジス タ に ラン チミ と れ ま す 
ラッ チイ ネー ブル 入力 は 、 ロ ー に な る 前 に 役 供 1 クロ . グ 9 が 1 
クル ハイ で な けれ ば な ら ず 。、 ま だ た 1 クロ ンク サイ クル 分 ロー- を 
維持 し な けれ ば な り ま せん 。 換言 する と 。 ラ ッ チ イネーブル の 


- 間 に 16 ク ロッ クサ イク ル 以 上 上 発生 し た 時 は 。 最後 の 16 ク ロ / ク 


を 通し て 現われ る デー タ の み が 。 DAC 入 力 レ ジス タ に 転送 され 
ます 。 

16 ピ ビット 人 多 て を クロ ンク する た め の 必 要 条 件 は 。17 番 目 の ク 
ロッ クタ が 不可 お の と いう こ ょ で ず 。 こ れ は 、 クロ ポケ が 
述 の 時 は 自動 的 に 発生 し ます (最後 の ビッ ント は 次 の デー タワ ー 
ド の 最初 の ビッ ト に 変わ る ) が 、 ク ロッ ク が 7 番目 の クロ ーー クサ 
イク ル が 発生 する 前 に 全 止 し た 時 は 、 最後 の シリ アル 入力 は シ 
フト し ませ ん (MSB は ビッ ト 2 の 位置 に な る ) クロ ク が 連 
で な いよ うな アプ リケーション で は, デー タワ ー ド を 完全 に 入 
カ す る た め に 。 二分 な クロ ッ ク を 供給 し な けれ ば な り ま せん 。 
較 7 は PCM56P に 必要 な 一 般 的 入力 の 形 を ぶし て いま す 。 8 
は 鐵 つ か の 信号 と その タイ ミン グ 関 係 の 詳細 を 示し て いま す . 


> One Clock Cycle > One Cck Cycle --! 


較 8 ヘリ ガタ イン 5 関係 


使用 上 の 注意 

ォ す フ ショ ング の の 針 部 MSB 雇 基 調 党 回 路 を 使用 する 場合 は 、 適 
コ な を 分解 能 上 100ppm "C 以 下 の TCR の ボテ ン シ ョ ラ メー タカ 必要 
て まま た 。 を >】4 に 料 す る リ ー ケ ー ジ 経路 (AC あ る い は DC) 
が 無い よう に 特に 注 臣 し な けれ ば な り ま せん 。 調 起 回 路 を 使用 
し な い 場 合 は 、 ヒ ン 14 と 15 は オー プン に し ます 。 

PCM1 コ ランバー タ ヒ そ の コネ クタ へ の 配線 は 、 RFI と EMI 流 か 
ら 適 切 に 絶 線 され る よう に 配置 され な けれ ば な り ま せん . RF の 
辿 半 や ヒー クア ニブ を 除 た する た め の 重 繋 な 考え 方 は 、 ル ー プ 
面 格 で ある か ら 、 信 合 四 と それ ら の リタ ー ン 導線 は 接近 きせ 
な けれ ば な り ま せん 、 これ に より 。 どの よう を 幅 和 肌 に よる 外部 
夏 夫 も 代 濾 する こと 上 が で きま す ,。 また , 信号 リー ド と その リタ 
ー ン 軸 幸 を 接近 し て … 緒 に 配線 する こと に より 。 どの よう な 外 
部 修 界 に 対し て も 、 磯 末 と 安 基 す る 部 分 を 遇 小 に する こと が で 
さま す 。 これ は 回 路 内 の 幅 射 の ビック アッ プ を 低 滅 し ます 。 
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注 ・1. ク ロッ ク が 16 ビ ピット デー タワ ー ド 入力 の 間 で 停止 し た 場合 は . 入力 レジ スタ か ら DOAC レ ジス タ へ の 転送 を 完全 
に 行う た め に . 17 番 目 の ク ロッ ク の 立 上 リ エッジ が 必要 で す 。 通常 の 連 統 し た クロ ッ ク で は , LSB ク ロッ ク の 次 の ク 
ロッ ク の 立上り エッ ジ が , この 機能 を 正和 練 的 に 告 い ます 。2 デー タフ ォ ー マ ッ ト は バイ ナリ の 2 の 補 数 (BTC) で す 。 各 
デー タビ ッ ト は 相応 する クロ ッ ク の 立上り エッ ジ で て クロック され ます 。 3. ラ ッ チ イネ ー ブ ル (LE) は , ロー に な っ た 人 後 
最低 1 クロ ッ ク サ イク ル 分 ロー を 弘 持 し な けれ ば な り ま せん 。 4. ラ ッ チ イネ ー ブ ル (LE) は , ロー に な る 前 最低 1 クロ 


ッ ク サ イク ル 分 ハイ に な っ て いな けれ ば なり ませ ん 。 


図 7 人 カタ イミ ング 図 


間 の ディ レイ を 最小 に する こと が で きま す 。 こ れ は , 左右 チェ 
ン ネ ル の デー タ は 同位 相 で 記録 さき れ て いる た め 、 低速 の DAC を 
使用 する と 高周波 数 に お ける 位相 談 差 が 顕著 に な る の で 重要 で 
す 。 2 チャンネル シス テム に 対す る 位相 シフ ト の 問題 を 解決 す 
る に は , 2 個 の DAC を 使用 し 、 出力 を 同時 に 切換 えま す 。 

図 11 は PCM56P の 最終 検査 に 使用 し て いる 回 路 の プロ ッ ク 図 
て す 。 こ こ て 注 目 す べき こと は , 規定 THD 性 能 を 満足 する に は , 
DAC の 出力 に アデ グリ ッ チ ャ 回 路 を 必要 と し な い 点 で す 。 これ は 。 
1 チャ ン ネ ル に 1】 個 の PCM56P を 使用 する 時 は 、 単 一 DAC( 2 チ 
ャ ン ネル ) 設計 に 関す る サン プル / ホ ー ル ド と コン トロール 回 路 


全て を 、 実 綿 的 に 省く こと が で て きま す 。PCM56P は 出力 の デ 


グリ ンチ ャ 無し て THD 仕 様 を 満足 する よう に テス トミ され て い 
ます 。 

サン プリ ング 周波 数 や DAC 出 力 の 離散 的 性 質 に よっ て 発生 す 
る . 全て の 不 必要 な 周波 数 を 除去 する た め に 、PCM56P の 後に 
ロー パス フィ ル タ が 必要 に な り ま す 。 こ の フィ ル タ は 。 オー テ 
ィ オ 番 域内 (0 一 20KHz) て は フラ ッ ト な 周波 数 応答 を 持ち 。 
20KHz 以 上 て 非常 に 大 き な 計 人 准 を 持た な けれ ば な り ま せん . 今 
まで の ディ ジタル オー ディ オ 回 路 の 大 部 分 は 高 次 (9 一 】3 次 」 の 
アナ ログ フィ ル タ を 使用 し まし た 、 し か し 、 こ の よう ちな 折 幅 特 
性 を 持つ アナ ログ フィ ル タ の 位相 応答 は 非 直 要 で 、 信楽 に 今 ま 
れる バル ス 人 性 の 過渡 特性 を 忠 し ます 。 


プロ グラ マブ ル ・ 
ダイ ン ・ ア ンプ 
0 か ら 6OdB 


4O0H の ハイ ・ バ パス - フ ィ ル タ 

と 30kHz の ロー・ バ パス ・ フ ィ ル タ 

を 使用 
(Shba Soku Model 
725 か 同 趣 品 ) 


ディ ジタル ・ コ ー ド 


バイ ナリ ・ カ ウン タ (EPROM) 


タイ ミン グ ・ ロ ジッ ク 


図 1 再 下 テス ト 回 路 の プ ブロック 図 


第 二 世 代 の シス テム 


商 准 の アナ ログ フィ ル タ に 関連 する 問題 を 吉 け る 一 つの か 法 
は 。 ディ ジタル フィ ルタオ ー バ サン プリ ング 技術 を 使う か 法 で 
す 。 2 倍 の オー バ サ ン フリ ング は 、 不 必要 な 泌 変 調 成分 を 除 
する た め に 、 デ グリ ッ チ ャ 出力 の 後に 、 簡 単 な 低 次 の 位相 線 
アナログ フィ ル タ の み を 必 雪 と する よう な 点 (88.2KHz) に 、 サ 
ンプ リン グ 周 波数 を 移動 し ます 。 ア ィ ジ タル コン バク トディ ス 
ク の アフ リケーション で は 。 種々 の VLSI チ ッ プ が 、 誠 り 松 出 / 
計 止 。 デ イィ ジタル フィ ル タ リ ング 。 お よび クロ ーッ ク 、 ラン チイ 
ネー ブル 。 PCM56P へ の シリ アル 入力 等 を 供給 する た め の デ ィ 
ジタル 情報 の フォ ー マ ッ ティ ング の 機能 を 実行 し ます 。 これら 
の VLSI チ レプ は 数 社 ( ソ ニー、 ヤ マハ 。 シグ ネ テ チ ティクス 、 そ の 
他 ) か ら 人 了 手 可 能 て 。 持 に ディ ジタル オー ディ オア フリ ケー シ 
ョ ン に 最適 化 き され て いま す 。 

オー バ ・ サ ンプ ブリ ング を 使用 し た 回 路 で は , サン プリ ング 周 
波数 が 2 倍 以 上 ( 各 出 力 チ ャ ン ネ ル に 対し て ) に な る た め 。 非 
常に 高速 の D/A コ ン バ ー タ が 必要 に な り ま す 。 PCM56P は 。 単 一 
で , 42 チャンネル の 4 信 の オー バ サ ン プリ ング ・ レ イト (176.4kHz/ 
チャ ン ネ ル ) に 対応 で き 。 規定 の THD 人 性 能 を 継 持 する た め に 必 
拘 な モン トリ ング タイ ム を 持っ て いま す 。 
これ に より 、 ア ナ ロ ク ・ フ ィ ル タ は 。 2 位 の オー バ ・ サ ンプ リ 
ンク 回 路 に 使用 する も の より 、 更に 簡単 に する こと が で きま す 。 


ロー バス ・ フ ィ ル タ 
(Toko APO-25 


か 周 革 品 ) ロー バス ・ フ ィ ル タ 特 性 


バラ レル ー シ リ アル ・ 
コン バー タ 


1 10! 10 j0) 10・ 10* 
Frequency(Hz) 


サン プリ ング ・ レ イト = 44.1kHz x 4(176.4kHz) 
出力 周波 数 =go1Hz 


この デー タ シ ー ト に 記 雪 され て いる 情報 は 十分 検証 され て お り 、 信 頼 し 香る も の で す が 、 不正 確 な 表現 や 情報 の 記載 湯 れ 等 に 関し て は 一 切 資 任 を 負い ませ ん 。 
価格 や 仕様 を 予告 な し に 変更 する 場合 が あり ます の で ご 了承 下さ い 。 負 、 ここ に 記述 し た すべ て の 回 路 に 対し て 特許 は 取得 し て いま せん 。 


いっ で 


